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成果概要

●機械特性は、VGCF®（市販品）量が0.25～0.5wt%付近で最も良い値を示した。
●機械特性については、引っ張り強さや曲げ強さが 23％程度改善された。また、ベ

ンチマークの結果、他社製品に対して優れた機械特性を有していることが分った。
●熱伝導率については、32％アップと当初の目標を達成している。
●混練の条件出しを行ったが、機械特性に大きく影響することはなかった。

特  長

仕  様
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●ベンチマークの結果
他社製品のマスターバッチを入手して成形し、PA6
（ポリアミド6、6ナイロン）コンポジット樹脂の機
械特性を評価した結果、本プロジェクト開発品が、
引張り強さが1.26倍、曲げ強さが1.22倍と優れた
機械特性を有することが分かった。

●母材：ポリアミド樹脂
●コンポジット材料：多層カーボンナノチューブ
（VGCF®）
●MWCNTコンポジット量：0.5wt％
●引張強さ：103MPa
●曲げ強さ：143MPa
●熱伝導率：0.33W/（m・K）

●カーボン表面修飾の官能基密度制御技術
SP技術を用いて、機械特性・熱伝導率の向上を
図った。

●ドライパウダーコンパウンドプロセス技術
MWCNTの分散と官能基修飾に適したMWCNT
分散液を新たに開発し、CNT 組成量の調整が容
易なDPCプロセスを構築した。

●…お問い合わせ先：

●…特 許 の 有 無：

名古屋大学　未来社会創造機構　教授　齋藤永宏
e-mail…:hiro@sp.material.nagoya-u.ac.jp　電話番号：052-789-3259　FAX：052-789-3260
東洋樹脂株式会社　代表取締役社長　松尾太起
e-mail…:matsuo@toy-jc.co.jp　電話番号：0568-79-6123　FAX：0568-79-6117
無

燃料電池用軽量化部材
～ソリューションプラズマ技術を用いた高剛性コンポジット樹脂の開発～

●…名古屋大学…教授　齋藤永宏、特任教授　虎澤研示、助教　上野智永　　●…東洋樹脂株式会社　松尾太起

SP（ソリューションプラズマ）電圧・電流波形

ナノコンポジット樹脂

機械特性の比較
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●カーボン分散めっき技術の開発
　カーボンコンポジットめっきを作製し、“Ni ベースめっきへのカーボン導入方法 ”と

“耐久性のある材料種”を検討
●高耐食性合金めっきの開発
　信頼性・耐食性アップのために、各種合金保護膜の検討
●高耐食性表面処理の開発
　電解耐食試験を行い、高耐食性の表面処理膜を検討
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●アルミ基材セパレータによる大幅なコストダウン
実現

●燃料電池セルの軽量化実現

燃料電池システムの仕様によるため、顧客となる燃
料電池システムメーカーとの協議により決定する。
●セパレータ材質：アルミニウム
●金属溶出量：38.3×10-10mol/cm2/h
●GDLとの接触抵抗：12mΩ・cm2

●接触抵抗の低減技術の開発
導電性塗料の採用により、GDLとの接触抵抗が
12mΩ・cm2を得た。

●高耐食性合金めっきの開発
Al 上の保護膜を新たに検討した結果、金属溶出
量が 38.3×10-10mol/cm2/hの値が得られ、開
発当初のAl 上無電解Niめっきに比べて金属溶出
量が1/33,000と耐食性が大幅に向上した。

●…お問い合わせ先：

●…特 許 の 有 無：

名古屋大学　未来社会創造機構　教授　齋藤永宏
e-mail…:hiro@sp.material.nagoya-u.ac.jp　電話番号：052-789-3259　FAX：052-789-3260
株式会社サーテックカリヤ　技術開発室　原　英樹
e-mail…:h-hara@surteckariya.jp　電話番号：0566-62-8844　FAX：0566-22-5103
無

固体高分子形燃料電池用Al基材セパレータ
～低コスト・高耐食性・軽量化セパレータの開発～
●…名古屋大学…教授　市野良一、齋藤永宏、特任教授　虎澤研示、准教授　神本祐樹、助教　萩尾健史、上野智永、
研究員　橋見一生　　●…株式会社サーテックカリヤ　原　英樹

Al基材へ表面処理したセパレータ

テストピース
電解耐食試験後

試作セパレータ組み込みセル
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